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研究成果の概要（和文）： 

e ラーニングを授業内と授業外でする場合の効果の比較をして，ブレンド型授業の設計と展

開に関する研究をした． 

母国語による日中間国際交流によって卒業研究を促進する授業を設計し，実践して効果を測

定する研究をした． 

数学，歴史，地理，物理，化学などを題材にして，教材データと重要語句データから７種の

形式の問題を自動的に生成する機構を研究開発し，e ラーニングにおいて問題を多数準備でき

るようにした． 

 

研究成果の概要（英文）： 

Instructional design and development of the blended class were studied by comparison 
between the blended classes which students use e-learning inside and outside the 
tuition.  

Through video conferencing between a university in Japan and a university in China, its 

effects were measured on the promotion of students' research using their respective mother 

tongue. 
The mechanism was developed which generated the exercises of seven kinds of forms 

in mathematics, history, geography, physics and chemistry using teaching materials 
data and keyword phrase data automatically. The mechanism allowed to get ready for a 

lot of exercises in e-learning. 
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１．研究開始当初の背景 

e ラーニングは，基礎学力の定着，授業内
容の理解度の向上，インタラクティブな学習
などの教育の質の向上に重要な役割を演じ
る．高等教育においては，講義のように知識
伝達型の授業が多い．現在，何をしたらよい
のかわからないので予習ができない学生，講
義のノートが取れないので復習ができない
学生が多くなっている．これらの学生は予習
や復習をあまりしないので，講義内容を理解
することが難しいと考えられる．講義の支援
として特に必要とされていることは，多様な
学生に学習する機会を増やし，個人に対応し
て予習や復習が「いつでもどこでも」できる
ように個別学習を支援することが求められ
ている．そこで eラーニングによって，基礎
学力を定着させ，授業内容の理解度を向上さ
せる． 
 

２．研究の目的 

 e ラーニングをブレンディングした授業が
効果があることが言われており，本研究代表
者も実践してそのことを示した．その一環と
して，アニメーションを付加し，ナレーショ
ンを吹き込んだ講義スライドによる学習と
理解度を確認する演習問題による学習が Web
上でできるシステムを開発した．そのシステ
ムを利用した eラーニングによって，学習す
る時間が増加し，講義を途中放棄する学生が
減尐し，講義内容の知識量の増大効果が見ら
れた．その知識量は問題を解いた数に関係し
ていることが判明した． 
 この eラーニングを更に効果的にして自己
教育力を向上させるために問題数を増やし，
学生の理解度に応じて出題する機能を追加
する．そのためにデータベースとして蓄積し
ている教材を利用して，問題を生成する機構
を研究開発することを２年前に開始した．科
学研究費を頂いてそれを推進して，この２年
間で，漢字について記述問題，数学について
選択問題，歴史について選択問題を自動生成
する機構を実現することができた．その継続
研究として，組合せ，並べ換えなどの他の問
題形式の自動生成，および他の分野の問題自
動生成を実現することを目的にする． 
 現在，本研究代表者は「もの作りと評価活
動を取り入れた問題解決力を育てる大学教
育」を設計し，担当する授業で実践して効果
を上げている．その中心はブレンディッド授
業である．問題自動生成の機構を利用して，
学習内容の理解を定着させ深めるブレンデ
ィッド授業を展開し，学習効果を高める．そ
れだけでなく，学生間および学生と教員の間

でインタラクティブにし，相互作用が生じる
ようにして，問題解決力が育つように授業設
計する．そのために eラーニングの効果的な
機能，利用方法，および実施方法を研究する
ことを目的にする．更に，効果の上がってい
る事例を調査して，ブレンディングの仕方を
提案する． 
 

３．研究の方法 

漢字，数学，歴史の 3分野について問題自
動生成が実現できた．実現できた問題の種類
として，空欄補充記述式問題と空欄補充選択
式問題が提示できるようになった．問題自動
生成の方法は分野や問題形式によって異な
り，それぞれに適合した方法を研究開発する
必要性がある．(1)真偽形式，(2)多枝選択式，
(3)組合せ式，(4)並べ換え式の問題が自動生
成できる方法を考案した．また，学習者の理
解度に合わせて問題が提示されるようにし
た． 

個別学習と相互作用ができるブレンディ
ッド授業を設計して，効果のある授業展開を
実践している．更に，授業の活動として必要
となる評価シートを作成し，学習者の電子ポ
ートフォリオとした．自動生成した問題を活
用して解説生成や有効な学習促進機能を追
加して，学習内容の理解が定着し，深まるよ
うにした． 

ブレンディッド授業の実践そのものがま
だ尐なく，その手法が未だ確立されていない．
そこで，多くの科目について，個別学習と相
互作用ができるブレンディッド授業の設計
について研究開発し，実践して，問題解決力
を育てるブレンディッド授業の展開方法に
ついて研究した． 
 
４．研究成果 
(1)ブレンド型授業の設計と展開に関する研究 

授業中にはスライドを用いて講義し，最後
に 10 分程度で，小テストをした．大学情報
科学科の入門科目のために，Web 上で講義ス
ライドによる学習，演習問題による学習，学
生作成教材の相互学習，および授業理解度ア
ンケートができるeラーニングシステムを開
発して授業外で利用させた．このようなブレ
ンディッド授業について，方法と効果につい
て教育システム情報学会誌に掲載された．続
いて，毎週，理解度アンケートを実施し，講
義整理ノートの問題を解かせる演習を取り
入れた．その時点から，理解度が向上するこ
とがわかった．このような改善をしたブレン
ディッド授業について，方法と効果について
教育システム情報学会誌に掲載された(宮地



功，他：講義整理ノートを活用した講義と e
ラーニングのブレンディッド授業の効果，教
育システム情報学会誌，2007)．これは e ラ
ーニングを授業外で利用するブレンド型授
業である． 

ブレンド型授業の実践そのものがまだ尐
なく，その手法が未だ確立されていない．そ
の中で，これまでに講義に個別学習と相互作
用をブレンドした授業を設計して，効果のあ
る授業展開を実践している．授業内で eラー
ニングを利用するブレンド型授業にも効果
があることを明らかにした(Miyaji：Effects 
on blended class which incorporates 
e-learning inside the classroom, 
E-learn2009)．続いて，授業内と外で eラー
ニングを利用するブレンド型授業を比較し
て，それらの効果には大きな違いがないこと
を明らかにした(Miyaji：Comparison between 
the blended classes which students use 
e-learning inside and outside the tuition, 
ICCE 2009)．ブレンド型授業に関する研究が
まだ尐ないこともあって，これまでに４大学
に招聘されて講演をした(宮地：講義とｅラ
ーニングのブレンディングによる授業の実
践と効果, 中華人民共和国河南科技大学に
て講演, 2004; 島根大学ＦＤ講演会にて講
演, 2006; 中華人民共和国東北師範大学と長
春大学にて講演, 2009). 

中学校及び高等学校外国語(英語)科にお

いて対面型の指導が得られる授業枞の中に，

教師によって一斉指導をする時間，e ラーニ

ングを活用した個別学習，ペアやグループで

の協同学習を行う時間を効果的に組み合わ

せ，一単位時間内での「ブレンド型授業」を

設計し，その実践方法と効果に関する研究を

まとめて，国際会議 ICCE で研究発表し，更

に，教育システム情報学会誌に掲載された． 

 
(2)テレビ会議交流によって効果を向上させる授

業の設計と展開に関する研究 

テレビ会議交流を組み合わせたブレンド
型授業に関する研究も進めて，7 年間国内で
の効果のある交流を工夫して，いくつか研究
成 果 を 発 表 し た (Naruse & Miyaji ：
Encouraging graduate research through 
exchange: A trial study between two 
schools using video conferencing, SITE 
2008 Conference, 2008).  

最近 3年間，母国語による日中国際交流を
企画し，テレビ会議交流によって，卒業研究
の内容をWord文書とスライドにまとめさせ，
合同ゼミで説明し合う実践をした．毎週，40
項目のアンケートに回答させて，自己評価を
して振り返らせた．効果のある実践をするこ
とができ，国際会議 ICCE で研究発表した
( MIYAJI, et al.: Effects on the Promotion 
of Students' Research Using Video 

Conferencing between Two Universities in 
Japan and in China, Proceedings ICCE2008,  
2008)．また，教育システム情報学会の英文
誌に掲載された(Miyaji, et al.：Video 
conferencing between a university in Japan 
and a university in China and its effects 
on the promotion of students' research 
using their respective mother tongue，The 
Journal of information and systems in 
education, 2008)． 
 
(3) 問題自動生成機構の研究開発 

科学研究費をこの３年間頂いて，e ラーニ
ングの教材が有効に利用されるように，問題
自動生成方法を提案した．小学校漢字の書き
と読みの問題を問題自動生成するシステム
を開発し，その方法と効果について国際会議
で研究発表した(Miyaji, et al.：Automatic 
Exercise Generation for Learning Chinese 
Characters in E-learning，ICCE 2007)．数
学，歴史，地理，物理，化学を題材にして，
教材データと重要語句データから次の７種
の形式の問題を自動的に生成する機構を研
究開発し，e ラーニングにおいて問題を多数
準備できるようにした(宮地：eラーニングに
おける客観テスト問題の自動生成方法の提
案，信学技報, 2008)．(1)記述形式，(2)空欄
補充記述式，(3)空欄補充選択式，(4)真偽形
式，(5)多枝選択式，(6)組合せ式，(7)並べ
換え式． 

 
(4)書籍の出版 

日本における研究成果を取り入れた，日本
で出版される最初のブレンディッドラーニ
ングの解説書を編集し，出版した(宮地功編
著：e ラーニングからブレンディッドラーニ
ングへ, 2009, 共立出版)． 
 

 この３年間，科学研究補助金をいただいた
お陰で，本研究課題に関する研究の成果は，
著書１冊，雑誌論文 12 編，国際会議 16 編，
専門研究会発表 13件，学会発表 39件で，極
めて成果があった． 
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